
日本十進分類法を覚えると，本を探すときに大変便利です。読書の幅が広がります。
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新緑が美しい季節となりました。若葉から青葉へ，樹種によって微妙に違う緑色の重なり合いは，い

のちの輝きにあふれています。生きものも活発に動き出し，田んぼでは蛙の鳴く声が，木々の間からは

美しい鳥の歌が聞こえてきます。疲れた時やしんどい時は，静かに目を閉じて，五月の風に耳をすませ

てみるのも良いかもしれません。自分のなかにある物語を探してみることも大切なことです。

図書館にはさまざまな人によって紡がれた物語がたくさんあります。物語とのすてきな出会いを探し

にきてくださいね。

本を読みたい！図書館に行きたい！と待っていてくれたみなさん！！

来週の昼休みから図書館が開館します！

新型コロナウィルスの感染拡大は日々深刻の一途をたどってはいますが，千葉県の

状況は緊急事態宣言までにはならずにすんでいることもあり，感染症対策を行いなが

ら段階的に図書館の開館も可能になりました。みなさんの感染症対策へのご協力や日

常的な感染対策のおかげだと思います。ありがとうございます。

しばらくの間は学年ごとに週１回ずつの利用と制限されてしまいますが，開館時
間をぜひ利用して本を探しにきてくださいね。探している本や図書館の利用で困って

いることがある時には，遠慮なく図書館指導員に声をかけてくださいね。

★利用の際のお願い★

図書館の利用前後には手洗いをお願いします。

入り口で手の消毒をお願いします。

『窓ぎわのトットちゃん』

黒柳 徹子（著）講談社文庫 914クロ

黒柳徹子さんと言えば，46年も続くトーク番組「徹子の部屋」の司

会者です。これだけ長い間，毎回ゲストを招いて対話をするというこ

とは，驚くべき偉業だと思いませんか？この本は対話の名人黒柳徹子

さんが「トットちゃん」と呼ばれていた子どもの頃の自伝的物語です。

トットちゃんは教室でじっと座っていない子でした。窓の外にはツ

バメが巣を作るし，チンドン屋さんは通るし，知りたいこと聞きたい

ことがたくさんあるのです。小学一年生で学校を「クビ」になってし

まったトットちゃんはトモエ学園へ行くことになります。そこで出

会ったのは…。

生きること，学ぶこと，出会うこと。受け入れられるということが，

どれほどその人の力になることか。一人の人間が育っていく時に大切

なことは何か。ぜひ読んでみてほしい一冊です。

図書館の本は日本十進分類法によって並べられています。分類

について知っていると，読みたい本や探している本がどこにある

のかわかるようになりますよ！


